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90 91大学とグローバル化　大阪大学GLOCOLの9年間の経験から 第 3 章　足もとの国際化と大学
が非常に多いので安定しています。ただそのなかでも、来ていただく回数
のバランスを保ったり、小学生向けか中学生向けかとか、「この子はお母
さんぽい人がいいな」とか、そういうマッチングの難しさもあります。どの
方に、何回くらい来ていただいてというところを調整しながらも、来てい
ただくボランティアさんには、こちらから指示するのではなく主体的にやっ
ていただけるよう、気をつけています。これらが、主な課題です。
福田　ありがとうございます。うちのセンターとSIFAは現在協定を結んで
おります。さきほど新しい協定をいただいたところですけれども、授業で
もSIFAには非常にお世話になっておりまして、グローバル共生実践演習
という、2012年度からおこなわれている授業で、そこの実習先としてハロ
ハロSQUAREに毎年何名か学生をおくっております。そこで、大学機関と
SIFAが連携して何かよかったこととかありましたら、おしえていただけれ
ばと思います。
橋口　GLOCOLさんとは立ち上げ時から、違う視点からいろいろな考えを
出し合って、いっしょにできたことをすごくよかったと思っております。私
たちも教育の専門家ではないのですが、私たちスタッフだけでは気がつ
かない部分にご意見をちょうだいすることができました。また、最初から
学生のみなさんを交えてのミーティングということで、実際にボランティ
アとして参加していただく学生さんの立場からの意見をいただけたという
ことが、実践に反映できたと思っております。いま活動しているなかで、
GLOCOLさんからも学生さんの参加をいただいているのですが、SIFAの活
動では、他の事業も含めてたくさんのボランティアさんが参加、協力して
くださっています。どの事業もそうなのですが、学生さんや社会人などい
ろいろな立場の方がボランティアとして協力してくださっています。それぞ
れの立場の方が、それぞれの人にできることを力としてSIFAでする活動を
支えてくださっています。こうした、一人一人の力をあわせてという形の延
長が、大学や行政や地域の団体などの連携につながっていると私は思っ
ています。
　ハロハロSQUAREの場合には、さきほど申し上げましたように、まず外
国にルーツをもつ子どものための居場所づくり、学習をして学力をつけて
いくという目的があります。そこに加わっていただくボランティアとして学
生さんに参加していただけるのは本当に大きな意味があるのです。具体的
にどんなところがメリットになっているのかといいますと、まず一つ目は、
文字どおり学業に専念している現役であることです。また、受験勉強の経
験が非常に新しいというのも、学生さんを頼りにしているところです。勉
強の内容だけではなく、自分が受験勉強するときにこんなふうにしたよと
いうのを子どもたちに生の声として伝えて指導、支援ができるというのが
本当にありがたいところです。そして、学生さんには何よりも若さがありま
す。彼らは若くて元気で子どもと歳が近いということで、親しみやすいの
です。社会人の方には子どもにとって安心できるという魅力があると思う
のですが、学生さんには子どもに近い立場、大人の方とは少し違う立場と
いうことで、子どもたちが喜んで親しみをもつようです。そういった学生さ
んが来てくださるようになったのも、GLOCOLさんとの連携が大きく影響
していると思っております。
福田　ありがとうございます。昨年度行った学生からの手紙が、3月くら
いに届きました。非常に勉強になったと、そういった丁寧な礼状でした。
橋口　こちらにもいただきました。ありがとうございます。
福田　そのように、学生にとっては、貴重な学びの場であると同時に、
実践の場でもあると思います。勉強というのは決して教室の中でおこなう
座学だけではなくて、世にでていって学ぶことも非常に重要なことだと思っ
ております。その自分の学びを自分にとどめておくのではなくて、SIFAに
フィードバックするとかそういったかたちで、うまくWin-Winの関係を今
後ともつくることができれば、もっと幅広いことができると思います。もし、
そういったことに関してご意見とかありましたら、最後に一言、お願いい
たします。
橋口　ありがとうございます。私たちの活動は、成果が見えにくいもので
すが、なにか少しでもSIFAで学べたなということとか、いい経験になった
なというくらいでも学生さんに残っていたら本当にうれしいことです。それ
をまたフィードバックしていただいたら、私たちのこれからの活動にいか
せると思いますので、これからもお願いしたいと思います。あと、学生さ
んにとっては最終的にレポートなど目に見える成果物をつくっていくところ
が一つのゴールだと思います。ただそれとは別に、SIFAで子どもたちへの
理解をしていただいたり、こんな支援のあり方があるのだなというのを経
験し、学んだことが、大学を卒業し、社会にでたときに、そういえばあん
なときにこういうことがあったな、こんな現状、こんな支援があったとい
うことを思い出して、社会の中でこの経験をいかすことができたら、それ
は本当に、私たちの望む大きな成果だろうと思っております。そういうこ
との一人一人の積み重ねが、多文化共生の社会をつくっていくのだと思い
ます。
福田　ありがとうございました。それでは、マイクを司会の常田先生にお
返ししたいと思います。
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司会　どうもありがとうございました。貴重なお話をきけてありがとうご
ざいます。この対談の内容につきまして、ご質問やコメントなどをお願い
できたらと思います。大阪大学の関係者だけではなくて、他の大学からも
何人かいらしていますので、ぜひそれぞれの取り組みについて教えていた
だき、意見交換の場にしたいと思いますがいかがでしょうか。とよなか国
際交流協会の方、いかがでしょうか。
山本　とよなか国際交流協会から参りました山本と申します。吹田さんと
阪大さんの連携事業の取り組みのお話をきかせていただきまして、こうい
うふうにされているのだなとわかって大変参考になりました。ありがとう
ございます。
　とよなかでも特に中学校をでたあとの若者の世代の学習支援がすごい
課題になっているなと思っているところでして、小学生、中学生の学習支
援の取り組みには阪大のボランティアさんもたくさんお越し下さっていて、
居場所づくりの方で活躍していただいています。今後、特に高校入試と高
校に入った後の中退を防ぐための学習支援を夜間になんとかできないも
のかなと考えているところです。昨今、それくらいの世代の子が増えてき
ているというのが、現場だったり、子どもの支援事業をやっているなかで
感じているところです。日本生まれの子もさることながら、とくにフィリピ
ンから来られた方、お母さんが介護の仕事で来ていっしょについてくる子
どもたちの支援が、最近すごく課題になっているところなのですが、そう
いったものが新しくできたらいいなと思っています。夜間にされておられ
ますが、うちは、夜間のそういった子どもたちの居場所というのは、若者
の学習ではなくて、交流の場はあるのですが、そういった学習に特化した
事業をなんとかできないものかと、そういったところに学生さんたちの力
を借りられないものかと、ちょうど事務局の中ではなしていたところです。
今後、何か大学さんといっしょにできることがあればいいなと、お話をき
いていて思いました。今日のみなさまとの出会いが、なにかのかたちにな
ればいいなと願っております。貴重なお話をありがとうございました。
橋口　ありがとうございます。とよなかさんでは、若者の交流の場で、ダ
ンスの活動などをされているのが魅力的だと思っていまして、SIFAでもぜ
ひ紹介したいです。またいろいろなノウハウを私どもに教えていただきた
いと思っておりますので、今度ともよろしくお願いします。
司会　どうもありがとうございました。
